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ジャニーズ事件を機に提出した要望書の参考資料

「指導的立場にある者による子どもへの性犯罪について」

「児童相談所の子どもの側でなく親の側に立った虐待リスク判断の危険性について」

「学校のいじめ事案についての被害児童でなく加害児童側に立つ対応について」

「セクハラ被害等に対する企業、大学等の加害者側に立った対応」

「ビジネスと人権に関する指導原則」

など
		


右シンポジウム、無事実施いたししまた。

シンポジウムの配布資料と三重県知事、三重県、岐阜県、
大阪府の各発表スライドは、こちらからご覧になれます。
		
		
			
			2022年2月14日、野田聖子子ども政策担当大臣に面会し、こども家庭設立に当たり、役所の縦割りを解消し、子ども虐待・子どもへの性犯罪対策を進めていただく要望書を提出しました
		
	
		
			2021.3.3  子ども虐待、子どもへの性犯罪ゼロを目指す法改正を求める  要望書を提出・記者会見しました
		
		
		
			学童保育、学校ボランティア、シッター等子どもに接する業務での子どもへのわいせつ行為のご相談、運営会社・学校・自治体の対応への疑問などに関するご相談をメールまたは電話で受け付けております
		

		
			note  はじめました。

			いまは主に新型コロナ対策について述べています。
		

		
		
		

		
		
		

		
		
		

		
		家で親からなぐられている子どもたち、
新型コロナで困っている児童養護施設の卒園者の方に(Q&A)
		
		
		
		「児童養護施設の子どもたちへの支援活動を実施しています」
		

		
		「・児童養護施設を退所する子どもたちの一人暮らしに必要な法律知識・注意点」

		
		「新型コロナウィルス感染拡大による営業自粛、学校休校、外出自粛等に伴う子ども・若者への犯罪、虐待の増加を防止するための緊急要望書(20020501)」
		
				
		
		「新型コロナウィルス感染拡大による休校、外出自粛に伴う虐待防止要望書(20200403)」
		
						
		
				「新型コロナウィルス東京都・都教育委員会あて全校休校措置の要望書」
		
				
		
		野田市から心愛さん虐待死事件の再発防止委員会の委員に委嘱されました。

		委員会に提出した再発防止のための提言(4/10)や千葉県知事への全件共有と連携しての活動を求める要望書(3/30)等はコチラ
		
				
		
		「Working Together　関係機関が連携してがんばろう」

		の基本理念に基づく関係機関連携のためのガイドライン
		
	

	
	
	
		「全件情報共有についての後藤啓二、国会・議員、ジャーナリストほかご理解ご賛同の決議、論文、記事等です」

						
○平成30年7月厚労省調査「取組開始から約10年が経過するが、児童相談所が警察に全件情報提供することで通告をためらうといったクレームや意見は特にない」(高知県)、「従来懸念されてきたケースワークへの支障や通告・相談数の減少傾向はみられない」(茨城県) 

				
○平成23年9月産経新聞　危機介入は児童相談所に任せず安全確認と保護は警察の職務とすべき。通告段階から積極的に警察は介入すべき　岩城正光弁護士 

		
○平成28年4月20日衆・厚労委・公明党古屋範子議員「児童相談所長が通告を受けた虐待案件については警察に通知するということを徹底して虐待の危機対応は警察にも担ってもらうことで、児童相談所、人数が足りない、一極集中、なかなか対応できないという事態を変えていかなければならない」 

						
○産経新聞平成30年7月７日「全件共有　地方がてきてなぜ政府ができない」 

				
○産経新聞平成30年7月７日 「新聞に喝!「虐待死事件と「嘆き記事」」」門田隆将 

						
○日本経済新聞平成30年6月8日　春秋 

				
○平成30年6月１７日京都新聞社説「児童虐待対策　連携の力で悲劇をなくそう」 

		
○柑本美和東海大学法学部教授のご論考「警察も通告先とし全件の情報共有を義務付ける立法が必要」 

		
○河浦龍生元福岡市児童相談所児童福祉司のご論考「警察を通告先に位置付け、英国のように通告内容を児相と警察が即座に情報を共有し、どちらが前面に出る事案かなどの協議を行う」 

		
○平成30年6月２９日朝日新聞「警察との全件の情報共有を」後藤啓二 

        	
		○Hanada2018年８月号「結愛ちゃんの死と小池都知事の責任」門田隆将 

        
        ○平成30年6月１７日京都新聞社説「児童虐待対策　連携の力で悲劇をなくそう

				
○平成29年5月31日衆厚労委質問・答弁
井坂信彦議員(民主)
「警察の方が児童相談所より地域を回っているわけですから、そ の警察が知らずに
地域を回っているのと、知っていて地域を回るだけで格 段に 違うでしょう、こういう趣旨」
塩崎厚労大臣
「方向としてはできる限りの共有はしないといけない」 

				
○平成28年5月２６日参議院付帯決議「漏れなく確実に共有」 

				
○平成29年6月衆議院付帯決議「児童相談所と警察や医療機関等が全件共有」 

		

	
	


結愛ちゃんの命を無にしないためにも、児童相談所と警察が全件情報共有し連携し活動することを定める法改正の実現を求める要望書」を提出しました。(安倍総理大臣、加藤厚労大臣、小此木国家公安委員長あて)

	
	
本年６月１８日香川県知事に全件情報共有を求める要望書を提出しました




	
	
		平成30年３月、目黒区結愛ちゃん虐待死事件を受け都知事あてに

再度の要望書を提出しても、東京都の児童相談所は5%程度しか警察との情報共有

に応じないことから、都議会議長あてに陳情書を提出しました。子どもたちを

守るために皆様も都議会議員の方に働きかけをお願いいたします。
	

	
		これから児童相談所を設置する

		中枢市・東京２３区のための

		モデル児童相談所のあり方について
	
	
		「子ども虐待死ゼロを目指す法改正を求める運動」の経緯

		
			○平成26年8月　 シンクキッズ、全国犯罪被害者の会(あすの会)、日本ユニセフ協会を共同呼びかけ人として、日本医師会、日本小児科学会等多数のご賛同を得て、下記項目の法改正を求める署名活動開始。
		

		
			(1) 児童相談所・警察の虐待情報の共有と連携した活動の義務付け

			(2) 学校・市町村・警察が連携した所在不明等の児童の保護の義務付け

			(3) 一時保護の適正化のためその基準を法律で明記

			(4) 予期せぬ妊娠等子育て困難な妊産婦について医師の市町村への通報制度の整備

			(5) 虐待を受けた子どもへの精神的な治療・カウンセリングの無償実施
		

		
			以降、厚労省、警察庁に法改正を求める要望活動を実施、安倍総理あてに35,000人の法改正を求める署名と法改正要望書を提出するも、厚生労働省、警察庁からは改正できない合理的な説明もなく、ほとんど拒否される。



			○平成28年3月　政府から国会に児童福祉法・児童虐待防止法の改正案提出

			上記(4)以外は盛り込まれず。上記(3)については厚労省が基準を作成することとされた。



			国会会期中に各党に上記(1)を盛り込むよう要望活動を実施。



			○平成28年5月　法改正には至らなかったが、参議院厚労委員会で、「児童虐待は刑事事件に発展する危険性を有しており、児童相談所と警察等関係機関が連携した対応を行うことが重要であることから、児童虐待案件に関する情報が漏れなく確実に共有されるよう必要な検討を行うとともに、より緊密かつ的確な情報共有が可能となるよう児童相談所の体制の強化についても検討すること。」との附帯決議が、さらに、平成29年５月、衆議院厚生労働委員会で、「児童虐待対応が必要な家庭に関する情報について、児童相談所と警察や医療機関等が全件共有できるよう必要な検討を行うとともに、転居時の対応や今後の政策立案にも活用すること。」との附帯決議が、それぞれ全会一致でつけられた。



			○現在、本附帯決議に基づき、厚労省・警察庁、自治体に情報共有を実施するよう要望活動を実施中。
		

	




	

	
	



国への要望書(H29.2.23)




国への要望書(H27.12.21)




国会の質疑状況と附帯決議① 2016年　② 2017年



パンフレット・情報共有の実現に向け
知事さんらへの働きかけのお願い



子ども虐待死ゼロを

目指す法改正の概要















		有効な対策を講じない
政治・行政への怒りのブログ

		215・ブログ215 青森県で児童相談所が二度通告を受けながら一度しか家庭訪問せず5歳の望愛ちゃが虐待死させられた事件が発生(1)
	214・ブログ214 東京都で児童相談所が一時保護を解除して自宅に戻した美輝ちゃんが虐待死させられた事件が発生(1)
	213・ブログ213 「ジャニーズ事件を機にインターネットを利用した誹謗中傷の処罰及びプロバイダ等の責務の特例を定める法律の制定等を求める要望書」を提出
	212・ブログ212 児童相談所と警察のリアルタイム情報共有システム予算成立!!!
	211・ブログ211 日経「私見卓見」に「ジャニーズ事件　政治は動け」が掲載されました
	210・ブログ210 ジャニーズ事件を機に子どもを性犯罪・性的虐待から守るための法制を求める要望書を提出
	209・ブログ209 奈良県知事と面談し全件共有を要望し記者会見しました
	208・ブログ208 全件共有を要望中の奈良県で、児童相談所が警察に知らせないまま、交際男の聞き取りもせず虐待死させる事件が発生(1)
	207・ブログ207 神戸市修くん死亡事件につき③―神戸市長あて要望書提出・記者会見
	206・ブログ206 神戸市修くん死亡事件につき②―兵庫県が全件共有
	205・ブログ205 神戸市西区修くん死亡事件につき①
	204・ブログ204 「こども家庭庁設立を機に、児童虐待対応の縦割りの解消を求める要望書」を提出しました
	203・ブログ203 シンポジウム「こども家庭庁への期待」の開催と神奈川県知事への要望について
	202・ブログ202 横浜市叶志郎ちゃん虐待死事件を受けて。虐待リスクの評価が甘すぎる構造の改善を
	201・ブログ201 本庄市の事件では子どもを「猫用ケージ」に監禁、雨水タンクに入れて転がしていたことが発覚、足立区ウサギ用ケージ監禁虐待死事件をほうふつさせる
	200・ブログ200 岡山市真愛ちゃん虐待死事件を受け岡山市長に要望書提出し記者会見しました
	199・ブログ199 野田聖子(子ども政策担当)大臣を訪問し、こども家庭庁設立に当たり役所の縦割りを排し、子どもへの虐待・性犯罪対策を進めていただくよう要望しました
	198・ブログ198 たまひよ記事と岐阜県で同部屋で常駐の取組
	197・ブログ197 またまた東京都で児童相談所が関与しながら防げなかった虐待による重体事案、その直前に東京都議会宛陳情書提出しました
	196・ブログ196 読売テレビで要対協実務者会議での警察の活動につき報道していただきました
	195・ブログ195 大阪府摂津市虐待死事件で要望書提出・ZOOMで記者会見しました
	194・ブログ194 大阪府摂津市で3歳児に熱湯をかけて死亡させた事案発生
	193・ブログ193 警察庁、文科省等に学童保育施設等における性犯罪対策を求める要望書提出、中央公論10月号に「児童虐待対策とコロナ対応にみる厚労省の失敗」が掲載
	192・ブログ192 滋賀県知事等に要望書提出、ZOOMで記者会見しました
	191・ブログ191 滋賀県で17歳の兄が6歳の妹を内臓破裂・ろっ骨骨折させ虐待死
	190・ブログ190 札幌市に「3度目の児童相談所と市町村、警察の情報共有と連携しての活動を求める要望書」を提出
	189・ブログ189 2021年4月9日、文科省が教員のわいせつ対策として通知を発出
	188・ブログ188 DBS(無犯罪経歴証明)制度を与党検討、コメントが掲載されました
	187・ブログ187 福岡県・福岡市・北九州市に「4度目の児童相談所と市町村、警察の情 報共有と連携しての活動を求める要望書」を提出
	186・ブログ186 学童保育施設職員の子どもへのわいせつ事件の報道での私どもの要望活動の紹介がなされました
	185・ブログ185 子ども虐待・子どもへの性犯罪ゼロを目指す法改正を求める要望書の提出と記者会見
	184・ブログ184 埼玉県美里町喜空ちゃん虐待死事件を踏まえ面会拒否の場合は積極的な介入を
	183・ブログ183 子どものデータベース構築モデル事業と無症状者へのPCR検査拡大
	182・ブログ182 東京都大田区・葛飾区ほか23区、東京都、厚労省等あてに要望書提出
	181・ブログ181 不可解な鹿児島県出水市璃愛来ちゃん虐待死事件検証報告書
	180・ブログ180 東京都大田区稀華（のあ）ちゃん8日間放置餓死事件について(2)
	179・ブログ179 東京都大田区稀華（のあ）ちゃん8日間放置餓死事件について
	178・ブログ178 市原市、千葉県警察、千葉県、厚労省、警察庁、東京都、福岡県等に要望書提出
	177・ブログ177 千葉県市原市虐待死事件から、危険な兆候把握時は直ちに警察に連絡する仕組みが必要
	176・ブログ176 千葉県市原市で虐待死事件。千葉県はなんと「虐待対応は公表しない」方針
	175・ブログ175 強制力のない緊急事態法制のままでは感染の収束が長引くのでないか
	174・ブログ174 検査数が少ないまま緊急事態宣言の解除は可能かー検証の必要性
	173・ブログ173 最初から3ケ月も経ってもずさんすぎる政府の対応
	172・ブログ172 保健所を通さないPCR検査が実現、「お上頼み」からの脱却が必要
	171・ブログ171 最初から誤りだった対策と今からなすべき検査増、法改正、虐待防止につい
	170・ブログ170 国と都の「調整」に唖然、出社抑制に法改正が必要、直ちに検査増を
	169・ブログ169 ようやくの緊急事態宣言に続き、虐待防止対策、法改正と検査増が不可欠
	168・ブログ168 政府・厚労省―自治体―「専門家」医師ラインへの危惧―児童虐待とのデジャブ
	167・ブログ167 本日新型コロナウィルス感染拡大に伴う休校措置、外出自粛による虐待増、虐待悪化防止のための緊急要望書提出
	166・ブログ166 検査数が少なすぎる現状を日経が問題提起。緊急事態宣言を直ちに出し、さらに法改正を
	165・ブログ165 検査数を増やし感染状況を正確に把握、緊急事態宣言の上、特措法を改正し最悪の事態に備えるべき
	164・ブログ164 「専門家」はこのままの緩い対策で死者数いくらと推計しているのか
	163・ブログ163 現時点で対策を「緩和」していのか?　こんな腰を引いた「専門家」「政府」では感染爆発は防げないのでないか。
	162・ブログ162 千葉県の児童相談所は警察と情報共有したかどうかも隠すのか?
	161・ブログ161 PCR検査は少ないままでいいのか、休校措置、イベント自粛等の感染拡大防止措置は緩和すべきなのか
	160・ブログ160 心愛さんの父親の判決を機に千葉県、東京都等に再々度、再度の要望書提出予定
	159・ブログ159 埼玉県伊奈町心ちゃん虐待死事件、要対協実務者会議で全件共有を
	158・ブログ158 よかった中国全土入国制限措置、心愛さん事件公判の父親・祖父母・心理司の証言からの教訓
	157・ブログ157 何から何まで遅く、腰を引いた官僚の対応とそれを退けられなかった安倍総理―全件共有を役人の言うがまま拒否する知事・市長と同様
	156・ブログ156 遅ればせながらの全国休校要請にすら反対する一部野党・マスコミ等―児童虐待対策と共通の「不作為の正当化」
	155・ブログ155 心愛さん事件の父親の公判が始まりましたが、いまだ有効な再発防止策である警察との全件共有を拒否する千葉県、東京都などの児相
	154・ブログ154 ㊗安倍総理が全国の全小中高校の休校措置を要請すると表明していただきました
	153・ブログ153 政府の「基本方針」に脱力、企業、学校、自治体等に丸投げ!!
	152・ブログ152 萩生田文科大臣はもう一歩踏み出し「全国で今週中に休校措置を取っていただくよう」との要請を出し直していただきたい
	151・ブログ151 これまでの新型コロナウィルス対策は無策の児童虐待防止対策と見事にシンクロ
	150・ブログ150 堺市長さんが全件共有の意向表明、福岡市の事件を機にSOSを出した子どもを絶対に救う取組を
	149・ブログ149 福岡市で児相職員が父親が幼児を殴るのを目撃しながらそのまま帰る 児相職員だけで対応させるの子どもを救えないのみならず、無理で酷
	148・ブログ148 和歌山県、長崎県で全件共有が実現(していました)、警察と連携して子どもを守ることを思いもつかない千葉県野田市心愛さん事件の県の検証報告書「自分が理解したい形で世界を理解する態度」―その1
	147・ブログ147 京都府で全件共有が実現(していました)、埼玉県で児相と警察署の間でリアルタイム
	146・ブログ146 福岡県田川市で1歳男児が両親からエアガンで撃たれその後死亡しました
	145・ブログ145 神戸市に組体操の禁止、いじめ・暴力・虐待から子どもを守る取組を求める要望書提出し記者会見しました
	144・ブログ144 鹿児島県に要望書提出し記者会見。関電も児相も毅然と対応しない悪弊は同じ。
	143・ブログ143 プライムニュースon lineに掲載、あす大阪市・堺市に要望書提出
	142・ブログ142 全件共有に応じない鹿児島県で4歳女児が母親の同居の男に虐待死させられる事件が発生しまた
	141・ブログ141 沖縄県にお礼に。虐待件数過去最高に。野田市が市に一時保護権限の法改正要望
	140・ブログ140 札幌市詩梨ちゃん事件でのやりとり公表、大阪府警人身安全対策室の素晴らしい活動
	139・ブログ139 札幌市と道警に要望書提出。沖縄県で全件共有受け入れていただきました
	138・ブログ138 福岡県・福岡市・北九州市に再度の要望書提出。3月の筑紫野市事件は極めて危険。
	137・ブログ137 厚労省・警察庁などに5回目の要望書提出。何人子どもが殺されたら縦割りをやめて子どもを守るのか。ここまでくると人災
	136・ブログ136 7歳児が交番に駆け込み助けられました。千葉県の知事、副知事、教育長らに個別に手紙を出しお願いしました
	135・ブログ135 性的虐待を知っていた千葉県児相について「スッキリ」で話しました
	134・ブログ134 名古屋市での日本医学会総会で「子どもを虐待から守るためにー他職種との連携の重要性について」という演題で医師の方にお話しさせていただきました
	133・ブログ133 鳥取県で全件共有実現・「正論」5月号に拙稿掲載・千葉県は「スーパー児童福祉司」ぞろいか
	132・ブログ132 3月19日の政府の対策では同じ事件がいつ起こっても不思議はない
	131・ブログ131 全件共有は19自治体に。福岡県筑紫野市殺人未遂事件を機に全件共有の受け入れを
	130・ブログ130 三重県、静岡県・静岡市・浜松市、神戸市で全件共有が実現、しかし、政府は無視
	129・ブログ129 NHK日曜討論は「完全アウェイ」で報道したが、他の記者は違った。「子どもが中心」か「親が中心、児相が中心か」
	128・ブログ128 NHK日曜討論「完全アウェイ」の人選と虐待死検証委員会の人選の抱える問題
	127・ブログ127 日曜討論「完全アウェイ」の人選のNHKの深謀遠慮に感謝(2)
	126・ブログ126 日曜討論「完全アウェイ」の人選のNHKの深謀遠慮に感謝(1)
	125・ブログ125 兵庫県・福岡県で要望書提出・記者会見、2月22日20時からBSフジプライムニュースに出演
	124・ブログ124 野田市の検証委員会の委員となりました。野田市が全国のモデルとなるような態勢の整備に尽くします
	123・ブログ123 国に要望書提出、ありがたい民間の動きあり。ディリー新潮掲載、文化放送出演
	122・ブログ122 事件の原因を分析せず、児相の実態を知らないからピントのずれた、効果のない議論、対策となる
	121・ブログ121 厚労省、警察庁には千葉県に対するのと同程度の怒りを感じます
	120・ブログ120 千葉県児童相談所は父親のからうその念書を出されながら、DVの疑いを把握しながら心愛さんを自宅に戻していた
	119・ブログ119 千葉県児童相談所はDVの疑いを把握しながら十分に調査せず、一時保護を解除し心愛さんを家に戻していました
	118・ブログ118 野田市が訴えを親に漏らしていたことに見る「案件抱え込み」の真の理由
	117・ブログ117 千葉県野田市心愛さん虐待死事件を受け千葉県に要望書提出、名古屋市で全件共有実現
	116・ブログ116 東京都条例パブコメに意見書提出&本年多くの府県で全件共有が実現
	115・ブログ115 政府の緊急対策の大きな問題点
	114・ブログ114 政府の緊急対策の大きな問題点
	113・ブログ113 政府の緊急対策の大きな問題点
	112・ブログ112 政府の緊急対策と私どもの「関係機関連携のためのガイドライン」
	111・ブログ111 大阪府が全件共有を実施
	110・ブログ110 言論テレビで、政治家が役人の説明を真に受けるのか、自ら判断するのかの見識が問われるで一致と「嘆き記事」
	109・ブログ109 厚労省・警察庁は「全ての行政機関があらゆる手段を尽くしてほしい」との安倍総理の指示に従ってください。あす言論テレビに出ます
	108・ブログ108 「児相ファースト」でなく「子どもファースト」を、小池都知事、厚労省にお願いします
	107・ブログ107 必要なのは「Working Together 関係機関で一緒に頑張ろう」であり、児童相談所の案件抱え込みではない、BSフジプライムニュースに出演します
	10６・ブログ10６ 国への3度目の要望書提出、北九州市で同様の事件、深層ニュースへの出演
	105・ブログ105 全国犯罪被害者の会の成果・解散と子ども虐待問題の改善が進まない理由
	104・ブログ104 愛知県で全件情報共有を実現していただきました
	103・ブログ103 愛知県大村知事には全件情報共有と連携しての活動にご理解いただきました
	102・ブログ102 東京都目黒区で児童相談所が知りながら虐待死に至った事件を機に再度の要望書提出
	101・ブログ101 大阪府、箕面市、寝屋川市等への要望書の提出と児童相談所所長さんとの意見交換
	100・ブログ100 年末まで残虐な事件が続きますが、茨城県では全件情報共有が実現しました
	99・ブログ99 虐待事件だけでなく座間事件、いじめ事件からも明らかな情報共有の必要性
	98・ブログ98 ミニストップ・イオンでの成人誌販売中止とその契機となった千葉市の対応はポルノの社会への蔓延防止のみならず企業の社会的責任の観点からも素晴らしい
	97・ブログ97 三重県で児童相談所が保護していた児童の妹が殺害される事件が発生しました
	96・ブログ96 希望の党の公約に「花粉症ゼロ」はあっても「子ども虐待死ゼロ」はなし
	95・ブログ95 児童虐待の情報共有協定は増えていますが、内容は極めて不十分
	94・ブログ94 兵庫県・神戸市・兵庫県警察に児童相談所と警察の情報共有を求める要望書を提出しました
	93・ブログ93 救えなかった虐待事件が続く中、児童相談所が情報共有を拒むことは許されない
	92・ブログ92 産経新聞社説に「すべての情報共有を」と書いていただきました
	91・ブログ91 協定は締結されましたが、再度埼玉県・埼玉県警察等に要望書を提出しました
	90・ブログ90 うれしいニュース! 全国の2割の児童相談所は警察との全件情報共有に賛成か
	89・ブログ89 自由民主党埼玉県連、埼玉県・埼玉県警察に児童相談所と警察の情報共有を求める要望書を提出
	88・ブログ88 衆院厚労委員会井坂議員の質問で情報共有とデータベースの整備につき前向きな答弁がなされました
	87・ブログ87 JKビジネス、AV出演強要問題、着エロ問題について加藤大臣に要望しました
	86・ブログ86 児相と警察の情報共有を求める要望書を厚労省、警察庁に提出しました
	85・ブログ85 明石市・東京23区の児童相談所の新設に向けて
	84・ブログ84 大阪府・大阪府警察・大阪市・堺市に児相と警察の情報共有を求める要望書を提出
	83・ブログ83 所在不明児童を救うためにも必要不可欠な情報共有
	82・ブログ82 相模原殺傷事件の再発防止と「子ども虐待死ゼロ」に共通する必要な対策は「情報共有」
	81・ブログ81 「情報共有」は法律に盛り込まれず、附帯決議がつけられました
	80・ブログ80 NHKでの法案問題点指摘、国会議員の方々に今国会での政府案の修正を求める緊急要望書をお送りしました
	79・ブログ79 緊急ネット署名のお願いといろんな方にご紹介・ご協力いただきました
	78・ブログ78 緊急ネット署名のお願いと情報共有について国会で質疑がなされました
	77・ブログ77 緊急ネット署名のお願いと一時保護の基準を法律で明記を
	76・ブログ76 「子ども虐待死ゼロを目指す法改正の実現に向けて」を上梓しました
	75・ブログ75 相模原市児相SOS無視・男子生徒自殺事件を踏まえ
	74・ブログ74 SOSを求める男子生徒の求めにかかわらず児相が保護せず自殺する事件が発生しました
	73・ブログ73 2016年に入り異常なほど子ども虐待死事件が続きます
	72・ブログ72 狭山市羽月ちゃん事件、大田区礼人ちゃん事件と続く残虐な虐待死事件
	71・ブログ71 「日経グローカル2016/1/7号」にインタビュー記事が 掲載されました
	70・ブログ70 埼玉県狭山市で警察と市が把握していながら虐待死を防げなかった事件が起こりました
	69・ブログ69 2016年は、まずは子ども虐待死ゼロを目指す法改正の実現を!
	68・ブログ68 署名と要望書を厚労省・警察庁等に提出しました
	67・ブログ67 「児相は福祉機関、だから警察とは連携できない」なんて無茶苦茶言わないでください
	66・ブログ66 児相が情報共有を拒み続けると、警察に虐待通報された子どもがより守られることになるがそれでいいのか
	65・ブログ65 介護離職ゼロに加え「子ども虐待死ゼロ」によるアベノミクスの推進を
	64・ブログ64 26日の土曜日13時からのBSジャパン「子どもを守る」を是非ご覧ください
	63・ブログ63 10歳女児が児相が保護しなかったとして児相を提訴した事案を踏まえ法改正の実現を
	62・ブログ62 千葉で一時保護を解除され家庭に戻された乳児が死亡した事件について
	61・ブログ61 ストーカー対策に比して子ども虐待対策はなぜここまで遅れているのか
	60・ブログ60 「エビデンスによる検証」、あるいは、起こった事例から問題点と再発防止策を考える、というアプローチがなぜとられないのか
	59・ブログ59 大阪府中学1年生殺害事件を踏まえた関係機関の連携強化の必要性について
	58・ブログ58 東京都知事と東京都公安委員会委員長への要望書の提出
	57・ブログ57 犯罪被害者への経済的補償、被虐待児を含む被害者へのカウンセリングの無償実施制度について
	56・ブログ56 危機管理研究会での講演
	55・ブログ55 足立区玲空斗くんウサギ用ケージ監禁虐待死事件を防げなかった児相の責任は!
	54・ブログ54 全国犯罪被害者の会(あすの会)の幹事に就任しましたー「雲外蒼天」という気概を持ち
	53・ブログ53 「構想日本」のシンポジウムのご報告
	52・ブログ52 シンクキッズのFaceBookページの開設及び今週の23日と25日の「構想日本」のシンポジウム及び日本財団のママプロへの登壇のお知らせ
	51・ブログ51 川崎市・神奈川県警察、内閣総理大臣、文部科学省等に要望書を提出しました
	50・ブログ50 情報共有した上で連携しての活動を義務付けないと再発防止は不可能
	49・ブログ49 殺された上村遼太くんの命を無駄にしないためにも法改正の実現を
	48・ブログ48 矢満田さんの愛知方式を広めるためにも法改正の実現を
	47・ブログ47 新たなご賛同者の紹介といつまで続く連携しないことにより防げない虐待死
	46・ブログ46 新たなご賛同者の紹介と第一陣の署名提出、政府からの発表
	45・ブログ45 新たなご賛同者の紹介と刑事裁判の判決が出された事件の再発防止を速やかに
	44・ブログ44 新たなご賛同者の紹介と財務省・経産省・経済団体・労働団体も児童虐待問題にご関心を
	43・ブログ43 新たなご賛同者の紹介と人の命、特に子どもの命が奪われる悲劇の再発防止策を講じない国、社会とは
	42・ブログ42 新たなご賛同者の紹介と警察による被害者の安全確認の必要性について
	41・ブログ41 新たなご賛同者のご紹介と厚労省専門委員会の提言について
	40・ブログ40 11月29日ラジオ日本「細川珠生のモーニングトーク」に出演することになりました
	39・ブログ39 新たなご賛同者の紹介と学童保育施設職員、ベビーシッター、学校ボランティア、保育士、教師などから児童性虐待者を排除するための法改正等の取組が必要
	38・ブログ38 新たなご賛同者のご紹介と大阪府茨木市紗弥音ちゃん餓死事件、新潟県燕市心優ちゃん投 げ落とし殺害事件について
	37・ブログ37 厚労省専門委員会への期待
	36・ブログ36 新たなご賛同者の紹介と厚労省による所在不明児童の数の発表
	35・ブログ35 新たなご賛同者の紹介と厚労省専門委員会での意見発表
	34・ブログ34 ネット署名のご案内と神戸での街頭署名
	33・ブログ33 新たなご賛同者・神戸での街頭署名活動の紹介とネット署名のご案内
	32・ブログ32 新たな賛同者のご紹介と児相の案件抱え込み体質解消の必要性について
	31・ブログ31 本日(9/30)官邸での児童虐待防止副大臣会議で意見を述べてきました
	30・ブログ30 署名活動のNHK放映のご案内と群馬県の虐待死事例にみる児童相談所の無策
	29・ブログ29 「子ども虐待死ゼロ」法改正を求める署名活動に是非ご協力を!!!
	28・ブログ28 政府に児童虐待防止対策に関する副大臣等会議が設置されました
	27・ブログ27 虐待による中学生自殺、虐待通告件数7万件超、NPOが虐待家庭に急行とのニュースに接しました
	26・ブログ26 子ども虐待死ゼロを目指す法改正を!
	25・ブログ25 岡山県女児監禁事件を機に子ども安全基本法の制定と憲法の改正を
	24・ブログ24 「所在不明児童1603人」との産経新聞の報道がありました
	23・ブログ23 DV家庭に子どもがいる場合には、児童相談所・警察はDVセンター等と連携し子どもを守る活動を
	22・ブログ22 これで何度目か「所在不明児童の発見・保護のための法律を」というのは
	21・ブログ21 妊娠中・出産直後から子育て支援が必要な妊産婦を支援する
	20・ブログ20 児童相談所の一時保護の適正化のための法改正を
	19・ブログ19 多数の「置き去り」児童の実態及び東京都足立区事件から対策を直ちに
	18・ブログ18 児童ポルノの単純所持処罰を内容とする改正児童ポルノ禁止法が成立しました
	17・ブログ17 厚木市理玖ちゃん餓死事件を受け児童相談所、市町村、警察の連携を具体 的に明記する法律改正を直ちに
	16・ブログ16 厚木市所在不明児童餓死事件を受け調査・保護のための法律を直ちに！(2)
	15・ブログ15 厚木市所在不明児童餓死事件を受け調査・保護のための法律を直ちに！
	14・ベビーシッター幼児死体遺棄事件を踏まえ直ちに必要な対策を(その2)
	13・ベビーシッター幼児死体遺棄事件を踏まえ直ちに必要な対策を
	12・葛飾区愛羅ちゃん虐待死事件、横浜市あいりちゃん虐待死事件を繰り返さないために
	11・葛飾区愛羅ちゃん虐待死事件を繰り返さないために(その2)
	10・葛飾区愛羅ちゃん虐待死事件を繰り返さないために(その1)
	9・ 児童相談所は加害親が虐待する原因が解消したと解されるまで子どもを引き渡すな
	8・ 児童相談所は親が否認しても医師の専門的判断に従い一時保護を実施せよ
	7・ 児童ポルノの単純所持の禁止は「与野党協議」でなく「採決」を!!
	6・「保護者とともに所在が不明の子どもの捜索及び安全の確保に関する法律」のを制定を!!
	5・すぐに対策を!! 居所不明児童問題
	4・居所不明児童の発見・保護に全力を
	3・子ども安全基本法の制定を
	2・子どもに冷たい法制度・風潮をかえる
	1・児童ポルノはいつまでも続く性的虐待ー今国会で単純所持の禁止を！





病院、保健所、学校など児童相談所の子どもの一時保護しないなどの措置に不安がある方からの通報、相談を弁護士がお受けします。

児童相談所の不適切な対応により、子どもが死亡した事例はコチラ



	
    
      
    
      加害者による出版から

      被害者遺族を守る法制度を

      求める活動を行っています。
    

    
      2015年7月15日、自民党に法整備を求める要望書を提出しました。
    

    
      要望書
    
    
      新聞記事
    
  






	
	

	2023年12月5日「ジャニーズ事件を機にインターネットを利用した誹謗中傷の処罰及びプロバイダ等の責務の特例を定める法律の制定等を求める要望書」」を内閣総理大臣、法務大臣、総務大臣ほか関係大臣あてに提出、記者会見しました。


2023年11月10日「ジャニーズ事件を機に、子どもを性犯罪・性的虐待から守るための法整備を求める要望書」を内閣総理大臣、子ども政策担当大臣ほか関係大臣あてに提出、記者会見しました。

報道は下記のとおり。


	◆性加害受けた人へのひぼう中傷問題など受け…厳罰化求める要望書、NPO法人が法務省に提出（日テレNEWS NNN） - Yahoo!ニュース



◆ジャニー喜多川氏の性加害問題“子ども守る法律制定を”要望書 | NHK | ジャニー喜多川氏 性加害問題



◆「ジャニーズ問題、二度と」　NPO法人が法整備求める要望書（毎日新聞） - Yahoo!ニュース



◆「ジャニーズ事件」政治は動け　(日経・2023年11月24日)



また、併せて、日本経団連、経済同友会、日本商工会議所宛に「ジャニーズ事件を機に子どもを性犯罪・性的虐待から守るための取組を求める要望書」を提出しました。




※チラシは画像をクリックするとPDFにて確認できます。
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「児童相談所と市町村、警察との全件共有と連携しての活動」を求める要望活動を行っています。


　東京都目黒区結愛ちゃん事件、千葉県野田市心愛さん事件、札幌市詩梨ちゃん事件、鹿児島県出水市璃愛来ちゃん事件、福岡県田川市唯雅ちゃんエアガン発射事件等、救えるはずの子どもの命が救えない事件が繰り返されています。児童相談所が案件を抱え込み、警察等他機関と情報共有も連携しての活動もしないという閉鎖的な対応が原因です。


　長い間全国の児童相談所では寄せられた虐待案件のごく一部しか警察と共有せず(警察は自らに寄せられたすべての虐待案件を児童相談所に提供しています)、虐待されている子どもがどこにいるかすら警察に知らせないという対応を続け、その結果、上記のような連携すれば救えたはずの子どもの命が救えないという事件を繰り返してきました。

　このような中で、2008年に高知県で、2012年に大分県で、県内で発生した虐待死事件の反省・教訓から、児童相談所と市町村、警察がすべての案件を共有し、連携した活動を行う態勢が整備されましたが、この時点では2県のみの取組で、他の自治体では縦割りの対応が続いていました。

　私どもは、2014年1月に東京都葛飾区で父親から虐待死させられた愛羅ちゃんが児童相談所と警察が情報を共有し連携して活動していれば確実に救える命であったことから、高知県、大分県の取組を参考として、多くの方のご賛同を得て、「子ども虐待死ゼロを目指す法改正を求める運動」(概要を本HP左側に記載しています)に取り組み、国、自治体に「児童相談所と市町村、警察等との全件共有と連携しての活動」を求める要望活動を行っています。
　

どちらが子どもを守ることができますか




児童相談所という一つの機関だけで虐待されている子どもを見守るよりも、警察、市町村等多くの機関の多くの目で、子どもたちに虐待を受けている危険な兆候がないか見守る方が、子どもにとり安全なことは確実です。

　児童相談所と警察が案件を共有して連携して活動することにより、児童相談所は虐待リ スクのより正確な判断と、より適切な頻度での家庭訪問が可能になります。児童相談所だけ のわずかな情報ではリスク判断は甘くなりがちですが、案件を共有することで当該家庭につき警察が保有する保護者の虐待や DV 歴、子どもの保護歴等の情報や警察がその後の活 動により入手する情報を得ることができ、より多くの情報に基づきリスク判断を行うことが可能になりますし、面会拒否や居留守を使う、あるいは暴力的な保護者等児童相談所だけでは対応困難な家庭の子どもの安否確認や親への指導も警察と連携することで容易に行えることになり、子どもが格段に守ることができます。

2 最近では、このような理解が進み、全国の多くの児童相談所が警察とすべての案件を共有し連携して活動する態勢を整備されるに至っています。上記のとおり、私どもは、2014年から全国の児童相談所に対して、最低限、警察とすべての案件を共有し、連携して活動する態勢の整備を要望しております。これまでにほとんどの都道府県と政令指定都市を訪問し(私どもが要望するまでもなく実施していたただいた自治体を除く)、知事・市長や県担当課長、児童相談所所長らにお願いしてきました。その結果、多くの自治体でご理解いただき、2023年11月現在、50から60程度の自治体で実現しています。いまだ全件共有未実施の自治体はかなり少数になってきました。
　


　東京都、札幌市、奈良県、岡山市、福岡県、福岡市、北九州市、鹿児島県には、それぞれ、警察と案件を共有するなど連携して対応していれば救えたはずの子どもの命が救えなかったという事件を機に、全件共有と連携して活動する態勢を整備していただくよう要望書を提出、知事、市長、担当課長等と面会し、要望しておりますが、いまだ受け入れられておりません(下記ブログご参照。同一自治体に何度も提出していますので一部です)。


ブログ200 岡山市真愛ちゃん虐待死事件を受け岡山市長に要望書提出し記者会見しました


ブログ190 札幌市に「3度目の児童相談所と市町村、警察の情報共有と連携しての活動を求める要望書」を提出


ブログ139 札幌市と道警に要望書提出。沖縄県で全件共有受け入れていただきました


ブログ187 福岡県・福岡市・北九州市に「4度目の児童相談所と市町村、警察の情 報共有と連携しての活動を求める要望書」を提出


ブログ182 東京都大田区・葛飾区ほか23区、東京都、厚労省等あてに要望書提出


ブログ102 東京都目黒区で児童相談所が知りながら虐待死に至った事件を機に再度の要望書提出


ブログ144 鹿児島県に要望書提出し記者会見。関電も児相も毅然と対応しない悪弊は同じ。


ブログ142 全件共有に応じない鹿児島県で4歳女児が母親の同居の男に虐待死させられる事件が発生しまた




　奈良県知事には、2023年9月、面談し、本年6月の橿原市星華ちゃん虐待死事件を機に、全件共有と連携しての活動を行う態勢の整備をお願いしました。前向きなご検討をしていただいているものとお聞きしております。


ブログ209 奈良県知事と面談し全件共有を要望し記者会見しました


ブログ208 全件共有を要望中の奈良県で、児童相談所が警察に知らせないまま、交際男の聞き取りもせず虐待死させる事件が発生(1)



　これら自治体に対しましては、訪問してお願いしその後適宜検討状況をおうかがいしております。本年に入ってからは、奈良県には5月と9月、山口県には5月(知事に直接要望)、千葉市には6月、富山県、石川県、福井県、金沢市には7月、宮崎県には9月、札幌市には10月(2020年6月に詩梨ちゃん虐待死事件を機に要望書提出)、それぞれ訪問し、要望し、回答待ちの状況です。また、岡山市には昨年(2022年)4月、真愛ちゃん虐待死事件を機に市長に直接要望しております。


　中には、県の担当課は前向きであるのに、児童相談所が反対しているというところがあり、こういうところには児童相談所所長さんと面会しご説明する機会を作っていただくようお願いしております。これらの自治体にも粘り強く働きかけを続け、ご理解いただき、できる限り早く全国で、児童相談所と警察との全件共有と連携して活動する態勢の整備を実現させたいと考えております。


3  一方で、現在の全件共有の方法には問題があります。多くの自治体では、全件共有の方法として、1月ごとに児童相談所が把握した虐待案件の概要を書面ないしはUSBで警察に提供するという方法にとどまっているため、その後、それぞれの虐待案件がどうなったのか、虐待はおさまったのか、悪化していないか、同居人の出現など新たなリスク要因が表れていないか、あるいは児童相談所は適切な頻度で家庭訪問しているのかなど最新の状況までは共有されていません。これでは、児童相談所と警察との間で、虐待リスクの認識にギャップがあるままで、連携した活動を行うことが困難です。そうした中、2020年に埼玉県が、児童相談所と警察署の間で LGWAN を利用して情報システムを整備し、児童相談所の把握しているすべての案件の情報をリアルタイムで警察が端末で閲覧でき、リアルタイムで最新の情報を共有できるという大変すばらしいシステムを整備されました。このようなリアルタイムでの情報システムを整備することにより、リスクの悪化を警察も同時に把握でき、危険な状況にある子どもに対して速やかな家庭訪問等必要な連携が可能になりました。また、警察が虐待の 110 番を受けた際には、必ず児童相談所に電話で取り扱い歴を照会していますが、この照会が警察が問い合わせすることなく本システムにより行えることになり、より迅速に対応でき、かつ、大幅な業務負担の軽減も実現しています。


埼玉県のほか、現在では、次のとおり本システムを整備し、整備する自治体が増えています。兵庫県は、2023年8月に、知事さんが同年度補正予算で本システムの整備をする旨発表していただきました。その際の記事、兵庫県が整備する予定のシステムの概要、メリットの説明等は次のとおりです。


児童虐待情報、兵庫県が警察と即時全件共有へ　月1回から強化、24年秋のシステム導入目指す|社会|神戸新聞NEXT (kobe-np.co.jp)


01 警察との全件共有のリアルタイム化 (hyogo.lg.jp)


リアルタイムでの情報共有システムを導入した自治体


埼玉県・さいたま市、岩手県、三重県、青森県、静岡県、長野県


上記システムを2023年度補正予算で整備予定の自治体


神奈川県、横浜市、兵庫県


　このリアルタイムで最新の情報を共有するシステムの整備についても、全国の自治体に整備していただくよう働きかけており、多くの自治体からは、大変すばらしいシステムであり、是非整備したいが単独では予算の問題があるので、政府の補助があれば、という強い要望も受けておりますことから、政府に予算の補助措置を要望しておりました。そうすると、こども家庭庁で、令和5年度補正予算で、次のような、自治体への予算をつけていただきました(この資料の10頁)。

令和５年度補正予算案 事業概要（支援局虐待防止対策課）

多くの自治体で、本予算を利用して、リアルタイムで最新の情報を共有するシステムを整備していただくよう期待しておりますし、働きかけてまいります。



4  また、岐阜県では児童相談所、警察、岐阜市・教育委員会の職員が同じ事務所に勤務 し、通報を受ければ直ちに合同で緊急受理会議を開催、合同でリスク評価をし、合同で家庭 訪問するなど、縦割りを排し、極めて緊密な連携を実現しています(資料はコチラ)。 
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法改正が実現するまでの間、実効的な条例の制定も必要です。
モデル条例案を作成してみました。　　詳しくはこちら
各自治体での条例の制定、子ども虐待防止事業の立ち上げのお手伝いさせていただきます！自治体からのご連絡をお待ちしています！　　代表理事後藤啓二の略歴・経験についてはコチラ 


できるだけ多くの虐待・性犯罪被害を受けた子どもに「心の傷」に対するケアが必要です。シンクキッズでは、これらの子どもたちが、長い人生を前向きに生きていくために専門的な治療・カウンセリングを受けることが必要だと考え、そのための事業を実施します。


この取り組みは、子どもの虐待・性犯罪に専門的に取り組む医師・医療機関や児童相談所、児童養護施設、警察との連携により実施してまいりたいと考えています。





具体的には、虐待を受け治療・精神的ケアが必要と考えられる子どもについてシンクキッズに連絡する。シンクキッズが専門的な知識・経験を有する医師・臨床心理士を紹介し、治療等に関する経費を負担する、
という制度を考えています。現在、複数の都道府県の関係機関と協議中であり、2013年1月現在未実施ですが、協議が整い次第、スタートする予定です。なお、本事業は、当面、法人の事務所がある首都圏・近畿圏で実施してまいりたいと考えています。
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